




 

業生活や余暇活動などバランス
も生きやすい社会です。男女共同参画は女性のためだけではなく、男性にとっても人
生をより豊かにする取組です。
将来にわたって多様性に富んだ活力のある社会を創造していくためには、男女がと
もに、仕事、家庭生活、地域生活など
るバランスで展開できる、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現が

 
 
２ 第２次基本計画の基本施策の現状と課題
Ⅰ 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進
政策・方針決定過程への女性
の参画は進みつつあるものの、
水準は依然として低く、未だ十
分とは言えない状況です。また、
多くの市町においては基本計画
等が策定されるなど、進展がみ
られますが、市町によって取組
に差があり、政策・方針決定過
程への女性の参画促進を働きか
けていく必要があります。
 
 
Ⅱ 男女共同参画に関する意識の普及と教育の推進
平成

未だ男女共同参画意識が十分に浸透して
県の男女共同参画推進の拠点施設である三重県男女共同参画センター「フレンテ
みえ」等を通じて、一層の
層への啓発を行うことが必要です。
 
Ⅲ 働く場における男女共同参画の推進
Ⅲ―Ⅰ
平成
内事業所労働条件等実態調査」によ
ると、女性の能力発揮促進のため、
積極的な取組を行っている企業等
の割合は年々増加していますが、３
割弱にとどまるなど、男女共同参画
社会の実現については、十分とは言
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ク・ライフ・バランスの推進による長時間労働の是正をはじめとする働き方の改革
を進め、男女ともライフスタイルに合った多様な就労形態を選択できる仕組みなど
の環境整備について企業等に対して働きかけるほか、離職した女性の再就職を支援
していくことが必要です。 

 
Ⅲ―Ⅱ 農林水産業、商工業等の自営業における男女共同参画の推進 
農林水産業や商工業等の自営業においては、固定的な性別役割分担意識の解消が
進まず、未だ男女共同参画意識が十分に浸透していない状況です。 
また、女性農業委員や農村・漁村女性アドバイザーは十分な担い手の確保が難し
く、農林水産業や商工業等において、男女がともに能力を発揮し、経営に主体的に
関わっていく取組をより一層進めていくことが必要です。 
 
Ⅳ 家庭・地域における男女共同参画の推進 
育児や介護等の多くは、職業の有無にかかわらず、依然として女性が担っている
現状があります。子育てや介護については、多様化する家族の形態や個々のライフ
スタイルの変化等に伴うニーズに的確に対応するとともに、子育てや介護を地域や
社会全体で支援していく気運と仕組みづくりが必要です。 
また、東日本大震災における災害対応の教訓をふまえ、地域における防災対策で
は、災害時においても平常時においても、男女共同参画の視点を入れた取組を進め
る必要があります。 

 
Ⅴ 心身の健康支援と性別に基づく暴力等への取組 
Ⅴ―Ⅰ 生涯を通じた男女の健康と生活の支援 
健康づくりのための必要なサービス等が受けられる環境整備を進めるとともに、
乳がん等、性差に応じた的確な医療を受けられるよう情報提供等を行う必要があり
ます。 
また、高齢者やひとり親世帯の増加、非正規雇用者の増加等の中で、介護や貧困
等さまざまな生活上の困難を抱えた世帯が増えていることから、実態に応じた的確
な支援が必要です。 

 
Ⅴ―Ⅱ 男女共同参画を阻害する暴力等への取組 
平成 25 年度に実施した県のｅーモニター調査によると、ＤＶ被害について、被
害者支援の相談機関をはじめ、家族、友人など「どこ（だれ）かに相談したことが
ある」と回答した人の割合は、女性で 24％、男性で 13％となっており、多くの被
害者が自ら助けを求めることがほとんどできなかった状況です。引き続き、意識啓
発や相談支援体制の周知等を図ることが必要です。 
また、働く場をはじめとしてセクシュアル・ハラスメントの防止に取り組むとと
もに、性犯罪、ストーカー等の防止についても、さらに取組を進める必要がありま
す。 


